
エタノール、中和


エタノール適量にフェノールフタレイン試液２～３滴を加え、これに


001mol／Ｌ水酸化ナトリウム溶液又は01mol／Ｌ水酸化ナトリウム溶液を、液が淡赤

色を呈するまで加える。用時調製する。


（新設）

エタノール、不含クロロホルム～チモール・硫酸試液 （略） エタノール、不含クロロホルム～チモール・硫酸試液 （略）
中和エタノール


エタノール、中和の項に定める。


（新設）
定量用エトキシキン～ビスマス酸ナトリウム （略） 定量用エトキシキン～ビスマス酸ナトリウム （略）
ビフェニル


C12H10


白色～ほとんど白色の結晶～結晶性小片又は粉末である。


（新設）
含量


980％以上


ピリジン～メチルセロソルブ （略） ピリジン～メチルセロソルブ （略）
２メチルビフェニル


C13H12


無色～微黄色の液体である。


（新設）
含量


950％以上


３メチルビフェニル


C13H12


無色～微黄色の液体である。


（新設）
含量


950％以上


４メチルビフェニル


C13H12


白色～黄赤色又は緑色の粉末又は結晶である。


（新設）
含量


975％以上


メチルレッド～ルゴール液 （略） メチルレッド～ルゴール液 （略）
レソルシノール


C６H４(OH)２〔特級〕


（新設）
レソルシノール・硫酸試液


レソルシノール01ｇを硫酸（１→10）10mLに溶かす。


（新設）
レゾルシン レソルシノールの項に定める。


レゾルシン C６H４(OH)２〔特級〕


～ （略） ～ （略）
８ 各飼料添加物の成分規格及び製造の方法等の基準 ８ 各飼料添加物の成分規格及び製造の方法等の基準
～(153) （略） ～(153) （略）
(154)


安息香酸


（新設）
ア

製造用原体



成分規格

含量


本品は、乾燥した後、定量するとき、安息香酸（C７H６O２）995％以上を含む。


物理的・化学的性質



本品は、白色の結晶又は結晶性の粉末である。




融点


121～123℃


確認試験


本品10ｇ（095～104ｇ）を１mol／Ｌ水酸化ナトリウム試液８mLに溶


かし、更に水を加えて100mLとした液に塩化第二鉄試液を加えるとき、淡黄赤色

の沈澱を生じ、希塩酸を追加するとき、白色の沈澱に変わる。

純度試験



鉛

本品20ｇ（195～204ｇ）を量り、白金製、石英製又は磁製のるつぼに入


れ、徐々に加熱する。炭化し始める前に加熱を止め、硫酸１mLを加えて徐々に

温度を上げ、試料が炭化し硫酸の白煙が発生しなくなるまで加熱する。必要に応

じてさらに硫酸を加え、試料がほとんど炭化するまで加熱する。容器に緩く蓋を

し、徐々に加熱して450～600℃で灰化するまで強熱する。炭化物が残る場合には、

必要に応じて、ガラス棒で砕き、硫酸（１→４）１mL及び硝酸１mLで潤し、

白煙が発生しなくなるまで加熱した後、強熱して完全に灰化する。残留物に塩酸

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